





















































Analysis of Reasons for Discontinuance from Sports Activities targeted at













































































































































































因子を確認した。さらに、「 土日（ 余暇時間 ）は
主にプライベートな時間として使っている 」「 仕
事など生活時間の都合で活動に参加できない 」を


















































2007、Robin et al.2004 ）、関係者の意識や雰囲
惑違い 」を確認した。続いて、「 交通費などの負
担がたいへん 」「 活動場所までの移動手段の確保





























同様に「 活動内容に関する課題 」「 体調などの理
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